



Comparison of the recognition for the expectation about role































































調査協力者　A 県立特別支援学校 A 学園卒業生親の会
に在籍する母親40名、その子どもで障がいのある同胞を
持つきょうだい23名に質問紙調査を依頼した。
調査時期　2017年 4 月下旬から 6 月中旬に実施した。




























































































































































項目 F1 F2 F3 F4
親の役割期待大 子の役割期待大
『人間性』 α＝.863
 2 人を外見で判断しない人になってほしい .833 -.117 -.008 .004 ＋
25 良い伴侶を見つけてほしい .758 .005 .072 .190
34 自分のことは自分で責任を持ってほしい .755 -.036 .218 .185
37 人に優しくしてほしい .746 -.030 .082 .098
21 思いやりを持ってほしい .654 -.098 .173 -.013
 4 自分の満足のいく生き方をしてほしい .600 -.017 -.023 .033
『家族への援助』　α=.818
16 結婚しても親や同胞の近くに住んでほしい .038 .908 .071 .084 －
29 地元で就職したいと思っていてほしい -.023 .833 .140 -.094 －
26 進路選択や職業選択の際には、同胞のことも考えてほしい -.320 .682 .276 .036 －
 3 同胞にとっての親代わりという役割(面倒をみるなど)を担ってほしい -.123 .518 -.142 .178 ＋ －
38 困ったときには同胞を経済的援助に援助してほしい -.001 .514 -.137 .063
40 親の言う事をきいてほしい -.006 .452 .256 .245 －
『進路・就職』　α=.842
 6 いい高校・大学に行ってほしい .045 -.050 .851 .020 ＋
11 いい企業に就職してほしい .007 .036 .836 .014 ＋
19 将来のため、しっかり勉強してほしい .227 -.015 .748 .217 ＋
17 安定した職業についてほしい .286 .302 .572 .004
『家族への気持ち』　α=.773
 9 同胞と周りとの違いを感じたとしても、同胞と関わりを持ってほしい .168 .190 -.152 .800 －
12 同胞は大切な存在であると思っていてほしい .201 -.035 .116 .736





　単数(n=15) 複数(n=4) 　1人(n=7)2人以上(n=12) 　兄姉(n=15) 弟妹(n=4)
平均値 平均値 t値 平均値 平均値 t値 平均値 平均値 t値
役割期待認知（全体） 3.60 3.74 -0.41 3.61 3.64 -0.09 3.52 4.04 1.71
“人間性”
役割期待認知
4.20 4.71 -1.58 4.17 4.39 -0.78 4.31 4.29 0.06
“家族への援助”
役割期待認知
3.18 2.33 2.353* 3.14 2.92 0.66 2.88 3.46 1.49
“進路・就職”
役割期待認知
2.95 3.25 -0.59 3.14 2.94 0.47 2.75 4.00 2.991**
“家族への気持ち”
役割期待認知
4.22 4.45 -0.63 4.14 4.36 -0.58 4.22 4.50 0.32
“主体的役割取得”
役割期待認知
3.65 3.91 -0.66 3.52 3.81 -0.72 3.60 4.09 1.31
*p<.05　**p<.01  
きょうだいの人数による比較同胞の障がいの重複による比較 きょうだいの出生順位による比較
































































平均値 平均値 t値 平均値 平均値 t値 平均値 平均値 t値
役割期待認知（全体） 3.61 3.66 0.21 4.05 3.48 2.071† 3.43 3.98 3.088**
人間性 4.47 4.13 1.26 4.77 4.14 2.227* 4.37 4.62 0.85
家族への援助 2.93 3.07 0.42 3.00 3.00 0.00 2.39 3.18 2.761*
進路・就職 2.83 3.22 1.00 3.75 2.75 2.428* 3.29 3.64 1.67
家族への気持ち 4.40 4.15 0.70 4.60 4.17 1.08 3.80 4.40 1.962†
主体的役割取得 3.58 3.85 0.86 4.13 3.55 1.68 3.45 4.13 3.013**
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